
【別添】

北海道胆振海区　区画漁業権に関する情報一覧 R5.9.1更新

免許番号 漁業権者 漁場の位置 漁業の種類（※） 漁業の名称 漁業時期 存続期間 団体・個別の別 関係地区（※） 条件（※） 前回の免許番号（※） 前回からの変更有無（※） 変更がある場合の変更箇所（※）

室海区第１号 室蘭漁業協同組合

室蘭市地先

次の点１、点２、点３、点４及び点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれた
区域
基点第1号　国土地理院三角点　室蘭山から　１４４度１８分４５秒　９２８．６１
メートルの点
基点第2号　国土地理院三角点　室蘭山から　１７２度５２分００秒　５３０．１２
メートルの点
点1　基点第２号から２１２度１６分３４．０秒　　１，２２１．２２メートルの点
点2　基点第２号から２１５度４０分１７．０秒　　　　８７５．８１メートルの点
点3　基点第１号から１９７度２１分４８．１秒　　　　８１１．６１メートルの点
点4　基点第１号から１９９度１６分２４．０秒　　１，１６５．０４メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 室蘭市

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、２４台以内とし、このうち成貝養殖施設台
数は、２０台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

室海区第１号

－

室海区第２号 室蘭漁業協同組合

室蘭市地先

次の点１、点２、点３、点４及び点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれた
区域
基点第1号　北海道水産林務部図根点　No．２（北海道水産部三角点　水Ｄ６
～）から２１度１５分　１６０メートルの点
基点第2号　北海道水産林務部図根点　No．１２（北海道水産部三角点　水Ｄ６
～）
点1　基点第２号から２６８度４分１６．６秒　　１，４５０．９５メートルの点
点2　基点第２号から３１１度３１分５２．５秒　　　　７２６．９９メートルの点
点3　基点第１号から２３２度１９分　０．６秒　　　　３０１．９２メートルの点
点4　基点第１号から２３７度５９分５６．９秒　　１，３５０．００メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 室蘭市

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、２４０台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、１１０台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

室海区第２号

－

室海区第３号 室蘭漁業協同組合

室蘭市地先

次の点１、点２、点３、点４及び点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれた
区域（世界測地系　１２系）
基点第1号　北海道水産林務部図根点　No．１２（北海道水産部三角点　水Ｄ１
５～）から３１８度０２分　１１０メートルの点
基点第2号　室蘭市と伊達市の境界線と最大高潮時海岸線との交点
点1　基点第１号から１８７度３０分０．４秒　　２，０５０メートルの点
点2　基点第２号から２２２度５９分５９．８秒　　２，２００メートルの点
点3　基点第２号から２２２度５９分５７．３秒　　　　３５０メートルの点
点4　基点第１号から１８７度３０分１．９秒　　　　３５０メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業、
かき養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 室蘭市

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、２５２台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、９３台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

室海区第３号

－

伊海区第１号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

伊達市地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６、点７、点８、点９、点10、点11、点12及び
点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれた区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　室蘭市と伊達市の境界線と最大高潮時海岸線との交点
基点第2号　国土地理院三角点　北黄金から１９６度０５分１９秒１，１５４．２８
メートルの点
基点第3号　国土地理院三角点　北黄金から２１７度５９分２８秒　６５７．０７
メートルの点
基点第4号　国土地理院三角点　稀府から３１４度１３分１９秒　４７２．２７メー
トルの点
基点第5号　国土地理院三角点　東浜
基点第6号　国土地理院三角点　東浜から３０３度５５分０３秒　１，０６６．６７
メートルの点
点1　基点第１号から２２３度４６分　１，８５０メートルの点
点2　基点第２号から２５６度００分　 ２，８５０メートルの点
点3　基点第４号から２２３度４６分　３，４５０メートルの点
点4　基点第６号から２１９度００分　３，９９０メートルの点
点5　基点第６号から２２５度３０分　１，３８０メートルの点
点6　基点第５号から２１５度５２分３８秒　１，１８９．０９メートルの点
点7　基点第４号から１８７度００分　１，６５０メートルの点
点8　基点第３号から２４７度００分　９００メートルの点
点9　基点第３号から２５２度３０分　１，６００メートルの点
点10　基点第２号から２６５度００分　１，５５０メートルの点
点11　基点第２号から２６６度００分　８００メートルの点
点12　基点第１号から２２３度４６分　７００メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、1,367台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、751台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

伊海区第１号

－

伊海区第２号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

伊達市地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６及び点１の各点を順次に結んだ線によっ
て囲まれた区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　北海道水産林務部図根点　No．６（国土地理院三角点　東浜～）
から２８５度３７分００秒　８０メートルの点
基点第2号　国土地理院三角点　川口から１８５度４６分３６秒　１４４．０６メー
トルの点
基点第3号　国土地理院三角点　館山から２８３度０１分５０秒　４，１１７．６１
メートルの点
点1　基点第１号から２１４度００分　３，６００メートルの点
点2　基点第２号から２２１度３０分　３，１５０メートルの点
点3　基点第３号から２２１度３０分　３，２００メートルの点
点4　基点第３号から２２１度３０分　１，２２０メートルの点
点5　基点第２号から２２１度３０分　１，１５０メートルの点
点6　基点第１号から２１１度３０分　１，５５０メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、６７３台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、３７７台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

伊海区第２号

－

伊海区第３号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

伊達市地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６、点７、点８、点９、点１０、点１１、点１２
及び点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれた区域（世界測地系　１１
系）
基点第1号　国土地理院三角点　館山から２８３度０１分５０秒　４，１１７．６１
メートルの点
基点第2号　国土地理院三角点　アルトリ岬から２２１度２６分１５秒１７９．９８５
メートルの点
基点第3号　国土地理院三角点　臼山
基点第4号　伊達市と洞爺湖町の境界線と最大高潮時海岸線との交点
点1　基点第１号から２２１度３０分　３，８５０メートルの点
点2　基点第４号から２２１度３０分　３，９００メートルの点
点3　基点第４号から２２１度３０分　７５．１７メートルの点
点4　基点第４号から１４９度４７分４４秒　２３９．４６メートルの点
点5　基点第３号から２３２度３０分　４５０メートルの点
点6　基点第２号から３３７度００分　８００メートルの点
点7　基点第２号から２４０度００分　１，５００メートルの点
点8　基点第２号から２２１度２０分２１秒　１，５００メートルの点
点9　基点第２号から２１１度３０分　３００メートルの点
点10　基点第２号から９７度５２分３４秒　４４２．９６メートルの点
点11　基点第１号から２８８度４５分５７秒　 ２１３．５８メートルの点
点12　基点第１号から２２１度３０分　５００メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、1,648台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、658台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

伊海区第３号

－

漁場の区域



免許番号 漁業権者 漁場の位置 漁業の種類（※） 漁業の名称 漁業時期 存続期間 団体・個別の別 関係地区（※） 条件（※） 前回の免許番号（※） 前回からの変更有無（※） 変更がある場合の変更箇所（※）漁場の区域

伊海区第４号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

伊達市地先

　次の点１、点２、点３、点４及び点１の各点を順次に結んだ線によって囲まれ
た区域
基点第1号　国土地理院三角点　館山から２８３度０１分５０秒　４，１１７．６１
メートルの点
基点第2号　国土地理院三角点　アルトリ岬から２２１度２６分１５秒１７９．９８５
メートルの点
点1　基点第１号から２８８度４５分５７秒　２１３．５８メートルの点
点2　基点第２号から９７度５２分３４秒　４４２．９６メートルの点
点3　点２から２５度２０分０９秒　１４０メートルの点
点4　点１から２５度２０分０９秒　１４０メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、５０台以内とし、全て成貝養殖施設であっ
てはならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

伊海区第４号

－

虻海区第１号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

虻田郡洞爺湖町地先

　次の点１、点２、点３、点４、点５、点６及び点１の各点を順次に結んだ線に
よって囲まれた区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　伊達市と洞爺湖町の境界線と最大高潮時海岸線との交点
基点第2号　国土地理院三角点　入江から　１５４度４６分２７秒　６８０．０５
メートルの点
基点第3号　国土地理院三角点　浜町から　３１５度３０分　５４０メートルの点
点1　基点第１号から２２１度３０分　１，６００メートルの点
点2　基点第１号から２４４度００分　２，９００メートルの点
点3　基点第２号から２４９度３０分　３，９８０メートルの点
点4　基点第３号から１８６度３０分　７７５メートルの点
点5　基点第２号から２２５度３０分　６５０メートルの点
点6　基点第１号から２２１度３０分　１６０メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、８９０台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、６５０台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

虻海区第１号

－

虻海区第２号
いぶり噴火湾漁業協同
組合

虻田郡洞爺湖町地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６、点７、点８、点９及び点１の各点を順次
に結んだ線によって囲まれた区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　国土地理院三角点　浜町から　３１５度３０分　５４０メートルの点
基点第2号　北海道水産林務部図根点　№９（北海道水産林務部三角点　水Ｄ
２～）
基点第3号　北海道水産林務部三角点　水Ｄ３
基点第4号　洞爺湖町と豊浦町の境界線と最大高潮時海岸線との交点
点1　基点第１号から２１８度００分　３，９５０メートルの点
点2　基点第３号から２１８度１５分　３，３００メートルの点
点3　基点第４号から２１４度３０分　３，７００メートルの点
点4　基点第４号から２１４度３０分　１７０メートルの点
点5　基点第４号から１４１度００分　９５０メートルの点
点6　基点第３号から２１８度１５分　３４５メートルの点
点7　基点第２号から２２８度００分　５２０メートルの点
点8　基点第１号から２２８度００分　５００メートルの点
点9　基点第１号から１９１度３０分　７０５メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体
伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、1,600台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、1,150台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

虻海区第２号

－

豊浦海区第１号
いぶり噴火湾漁業協同
組合

虻田郡豊浦町地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６、点７、点８、点９、点１０及び点１の各点
を順次に結んだ線によって囲まれた区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　洞爺湖町と豊浦町の境界線と最大高潮時海岸線との交点
基点第2号　北海道水産林務部図根点　№３１（北海道水産林務部三角点　水
Ｄ３～）
基点第3号　北海道水産林務部図根点　№３５（北海道水産林務部三角点　水
Ｄ３～）
基点第4号　国土地理院三角点　弁辺から　２１８度００分　３３０メートルの点
基点第5号　北海道水産林務部三角点　水Ｄ４
点1　基点第１号から２１４度３０分　３，７００メートルの点
点2　基点第４号から２１４度３０分　３，５００メートルの点
点3　基点第５号から２９６度００分　６８０メートルの点
点4　基点第５号から２１４度３０分   ３００メートルの点
点5　基点第４号から２１４度３０分  ２１１メートルの点
点6　基点第４号から９１度００分　６０メートルの点
点7　基点第３号から２１４度３０分　２５０メートルの点
点8　基点第２号から２１４度３０分　２７０メートルの点
点9　基点第２号から２１４度３０分　４８０メートルの点
点10　基点第１号から２１４度３０分　４９０メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体
伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、676台以内とし、このうち成貝養殖施設台
数は、381台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

豊浦海区第１号

－

豊浦海区第２号 いぶり噴火湾漁業協同
組合

虻田郡豊浦町地先 次の点１、点２、点３、点４、点５、点６、点７、点８、点９、点１０、点１１、点１２、
点１３、点１４、点１５、点１６、点１７及び点１の各点を順次に結んだ線によって
囲まれて区域（世界測地系　１１系）
基点第1号　北海道水産林務部図根点　№３（北海道水産林務部三角点　水Ｄ
５～）
基点第2号　北海道水産林務部図根点　№２（北海道水産林務部三角点　水Ｄ
６～）から２８７度００分　４７メートルの点
基点第3号　北海道水産林務部図根点　№１３（北海道水産林務部三角点　水
Ｄ６～）
基点第4号　北海道水産林務部三角点　水Ｄ８
基点第5号　国土地理院三角点　大岸海岸
基点第6号　礼文漁港原点から　２６２度００分　２７５メートルの点
基点第7号　北海道水産林務部三角点　水Ｄ１０
基点第8号　北海道水産林務部図根点　№３（北海道水産林務部三角点　水Ｄ
１０～）
基点第9号　北海道水産林務部図根点　№７（北海道水産林務部三角点　水Ｄ
１０～）
基点第10号　豊浦町と長万部町の境界線と最大高潮時海岸線との交点
点1　基点第１号から１８８度３０分　２，１００メートルの点
点2　基点第１号から２０２度００分　４，１７０メートルの点
点3　基点第３号から１８３度００分　３，０００メートルの点
点4　基点第７号から１８３度００分　３，０００メートルの点
点5　基点第９号から１８３度００分　３，０００メートルの点
点6　基点第９号から１８３度００分　１，５５０メートルの点
点7　基点第１０号から１８３度００分　１，６００メートルの点
点8　基点第１０号から１８３度００分　２００メートルの点
点9　基点第８号から１９０度００分　３００メートルの点
点10　基点第７号から１９０度００分　２００メートルの点
点11　基点第６号から１９３度３０分　４５０メートルの点
点12　基点第５号から１８３度３０分　４００メートルの点
点13　基点第５号から１８３度３０分　７５０メートルの点
点14　基点第４号から１９０度３０分　６００メートルの点
点15　基点第２号から１９２度３０分　６００メートルの点

第一種区画漁業 ほたてがい養殖業、
かき養殖業

１月１日から12月31日
まで

令和５年９月１日から
令和10年８月31日まで

団体 伊達市、洞爺湖町及び
豊浦町

（１）区画漁業を営んでいる水面の周囲には、昼間にあっては縦及び横の長さがそ
れぞれ80センチメートル以上の赤色の標識を、夜間にあっては電灯その他の照明
による標識を水面1.5メートル以上の高さに設置しなければならない。
（２）ほたてがい養殖業の総施設台数は、2,757台以内とし、このうち成貝養殖施設
台数は、915台以内でなければならない。（幹綱100メートルをもって1台とする。）
（３）本養成作業終了後において、養殖実態を調査し、調査結果を知事に報告しな
ければならない。
（４）毎年度の生産実績を知事に報告しなければならない。
（５）知事は漁場管理上及び試験調査のため必要があると認めるときは、承認施設
台帳及び施設配置図の提出を求めることがある。
（６）ほたてがいの採苗確保に不足が生じる恐れがあるときは、知事は当該稚仔の
確保のために必要な措置を指示することがある。

豊浦海区第２号

△ ・漁業種類の追加（かき養殖業の
追加）


